
海外の日本産酒類専門家育成事業

ＪＥＴＲＯ、酒造組合、地方自治
体との共催による地酒と地元食材
を使ったコース料理とのペアリン
グ研修等も実施。
牡蠣をはじめ、うまみの強い食
事との相性がよいとの評価を受け
た。

平成31年１月28日から31日にかけて、海外市場で影響力や情報発信力のある海外の酒類専門家９名を米国、中

国、シンガポール等７か国から招聘し、酒蔵の視察や酒類総合研究所によるレクチャーを実施。

この事業は、海外の酒類専門家の日本産酒類に関する専門的知識の向上を図り、海外における情報発信や現地

の酒類業界への教育、さらには販路拡大を通じて、日本産酒類の認知度の向上や更なる輸出拡大につなげること

を目指すもの。

平成31年度は日本酒に加え、焼酎についても実施予定。

酒蔵視察 ペアリング・意見交換会レクチャー

山形県、群馬県及び広島県の酒
造組合の協力の下、６場の酒蔵を
巡り、杜氏等による製造工程の解
説や、きき酒研修を実施。

「蔵元と直接話したり、日々の醸
造を見学できる機会はないため、
よかった」等の声が聞かれた。

酒類総合研究所による技術的
観点及び官能評価の講義と、農
学博士による、日本酒と食文化の
歴史的変遷に関する講義を実施。
知識の深化に効果的であったと
の評価を受けた。


